
here and there？それとも there and here？
―英語の語順にひそむルール―
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black and white って言うけど、white and black じゃダメなの？

英語には、black and white や plus or minus のように、2つの言葉を and や or で

つなげた表現（対句表現）がたくさんあります。こうした表現は、一見すると単語を
並べただけのように見えますが、実は順番にも決まりがあります。 たとえば、
white and black や minus or plus という言い方は、特別な意味を込めたいとき以外

はあまり使われません。日本語でも「白黒」とは言いますが、「黒白」と言うとちょっ
と不自然に感じますよね。このように、英語にも日本語にも、よく使われる語順と
いうものがあるのです。では、次の表現ではどちらの語順が一般的でしょうか？ 

(1) “defense and offense” or “offense and defense”?
(2) “treat or trick” or “trick or treat”?
(3) “show and tell” or “tell and show”?
(4) “there and here” or “here and there”?

より自然な語順はどっち？

実は、これらの語順にはいくつかのルールが関係
しています。

(1)は offense and defense の方がよく使われます。こ
れは「能動的な行動 → 受動的な行動」という順番が
好まれるからです。

(2)は trick or treat が一般的で、英単語が音声的に
「短い音→長い音」の順番が関係しています。

(3)は show and tell がよく使われ、「先に起こること
→ 後に起こること」という時間の流れが反映されて
います。

(4)は here and there が自然で、「近い場所 → 遠い
場所」という空間的な順番が影響しています。

このように、英語の対句表現には、音の長さや意
味の順序、距離感など、さまざまな要素が関係して
います。

英語の語順には、実はこんなルールが！
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